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【目   的】 











経験学校数、経験市町村数）③首尾一貫感覚(Sense of Coherence, SOC)とした。回収数
は、621 名（回収率 62.1％）であった。そのうち、解析対象項目に欠損値のない 606 名
を分析対象とした。  
２）調査研究－2 
半構成的面接（半構造化インタビュー）で 1 対 1 の対面形式で実施した。インタビュ
ーガイドに基づき、養護教諭として着任後、現在までの①子ども②教職員③保護者との
職務上の解決が困難に感じた出来事について自由に語ってもらった。同意の得られた新
任養護教諭 5 名を対象とした。 
３）分析方法 














のち、実施した。（調査研究－1：第 25064 号,調査研究－2：第 27071 号）。 





























【結   論】 
 調査研究-１より、「年齢」「看護師免許」「他の学校種経験」および「特別支援コーディ
ネーター」がストレス対処力に影響を及ぼしていることが示唆された。また、調査研究-2
より、最もストレス対処力が低い新任養護教諭が職務上の困難感を認識していることも示
唆された。これらのことから看護師免許を取得していない新任養護教諭の周囲のサポート
が必要であることが明らかになった。看護師免許を取得せず、養護教諭として勤務する場
合に、養成段階で経験の幅を広げたプログラムの構築が必要であると考えられる。 
